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生産性向上への取り組み
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内閣総理大臣表彰
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• 令和7年度介護職員の働きやすい職場環境づくり内閣総理大臣表彰及び厚生労働大臣表彰にて、
『内閣総理大臣表彰』を受賞しました（令和7年8月27日官邸にて）。



事業所・施設概要
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【職員】
• ケアマネ11名
• 事務スタッフ3名

【取得加算】
• 特定事業所加算Ⅰ
• 医療介護連携加算

【利用者数】
• 430名

【取引事業者数】
• 330社

※令和8年1月現在
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【人材育成】
• プラン件数等、数字のみの評価では組織内での貢献が評価されにくく、人材
成長を促す仕組みが不足していた

【職員の待遇改善：事務員配置と役割の精査・拡張】
• 要介護換算44件を達成したかった。その為には、ケアマネジャーが本来業務
に専念する環境づくりが必要であった。そのため事務員の役割拡張が求めら
れていた

【生産性向上：ケアプランデータ連携システム】
• 紙文化に起因する非効率な業務プロセスが多く、ケアマネジャーが本来業務
に集中しきれていない状況であった

課題に感じていたこと
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【生産性向上と人材育成】
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【研修後のポイントは、明日から取り組むことを明確に！】

【人材育成】

研修・目標設定

• 年1回、コンサルタントを招いた研修（R3～実施）
⇒ 今まで実施した研修…ホスピタリティ、人間力・リーダーシップ研修

【目標設定】
• 『なりたい自分アクションシート』の作成
⇒ ケアマネという仕事を通じて、どんな人になりたいのか？どんなことを達成したいのか？
⇒ 弊社で働く意味の明確化 ※会社ができることは妥協せずに行うことが前提！

（株）統合共育研究所：大野氏 ザ・ホスピタリティチーム（株）：
船坂氏
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【弊社の夏季賞与評価項目 → 評価項目は毎年更新】
• ケースへの積極性…要介護だけで44件以上できたか？特定事業所加算
を意識した動きをしたか？等

• 各種加算算定…漏れなく算定できているか？（ケアマネ別の加算算定一
覧を見て、他のケアマネジャーと自身の算定回数とを比較）

• ケアマネジメント…マニュアルを遵守できているのか？、プランの言葉遣
いは難しい言葉を使っていないか？、帳票の先送りがないか？、帳票
チェックをクリアーしているか？、対応をあきらめていないか？

• PDCA…今の自分にあわせた『なりたい自分アクションシート』を作成でき
ているか？

• 自己管理…利用者管理、勤怠、請求ミス、体調管理、安全運転
• コミュニケーション…年間目標を意識しているか？嫌なことでもチームの
ためだと思い意見しているか？

• 役割への取り組み…楽しんでいるか？成長を感じているか？
• プライベートの充実…有給の取得日数

【人材育成】

貢献度を評価に反映



【職員の待遇改善】
事務員配置
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• 電話対応や書類の仕分けだけではなく、ケアマネ
ジャー業務の一部代行をできるよう、事務員の業務内
容を精査した

• ケアマネ業務の一部代行を行うために、事務員にケア
マネジメントプロセスを学ぶ勉強会を行い、事務員が
担う業務にはどんな意味があるのかを理解してもらう
よう努めた

• 一度で終わらせず定期的に勉強会を開き理解を深め
ることができ、徐々にケアマネ業務の代行を担える
ようになった。現在も継続中

【事務員の働きは本当に重要】

※事務員がケアマネ目線になると、何ができるのか？
自分たちで考え始めるようになる。『考える』空気感を作っていくことが大事



【職員の待遇改善】
事務員配置
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• 受信のみインターネットFAXに変更し、直接クラウド保存
• 認定調査の下準備（被保険者番号や利用者名の入力等）
• モニタリング表の下準備（前月分のコピー）
• 帳票のチェック（記録の抜け漏れ等の確認）
• 予防実績入力、引継ケースの帳票の転記
• アセスメント、担当者会議の下準備（タイトルや既定の文例入力）
• 更新時等、変更のないケアプランのコピー
• ケアプランデータ連携システムの管理、運用
• 新規相談の受付、介護タクシーやショート探し等

【事務員が一部代行するケアマネ業務】

• R5…40.5件（要介護のみ）44.8件（要介護換算）

• R6…43.7件（要介護のみ）45.8件（要介護換算）

⇒ データ連携システムの活用により、事務員
の負担が減り、ケアマネ業務をより代行できる
ようになった。ここまでやって、件数増ができな
い場合は、ケアマネ側の問題



【生産性向上の取組】
ケアプランデータ連携システムの活用
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【これだけやっても解決しない課題→更なる効率化が必要】

• 『大量の紙業務』に伴う、労力と経費問題

『とにかく紙が多い！』
・ 毎月FAXで送る提供票の紙の量は利用者数が増えれば増えるほど膨大に
※毎月、2100枚（R5年4月20日以前）

・ ケアプランは印刷し郵送。
⇒ 令和6年10月～郵送代はUP。 84円・94円ともに110円。もはや郵送で送る
意味があるのか？

『毎月が負のサイクル』
• 紙の購入 → 印刷 → 事務スタッフが労力をかけ

FAXか郵送 → FAXについては、翌月シュレッダー。
※ごみの価格800円



【生産性向上の取組】
データ連携システムが普及するために何ができるか？
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webでのPR セミナー 取材 その他

• ブログやSNSで価値を
発信

• 令和5年…4回
• 令和6年度…13回
• 令和7年度…14回

• 新聞、雑誌等の取材 • 封筒にPR内容を
印刷する等



【生産性向上の取組】
具体的な成果
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• R5年5月、初めて60名の実績の取り込みができ感動！時間は数分。本当にすごいと感じた！

• ベンダー試験に合格していない介護ソフトは安定感が低く、上手くいかないことも多い
• 取り込み時間は通信環境による
• 数が増えれば時間もかかるが、そのまま待っているだけ
• データ連携を始めたばかりの事業者は、最初の数ヶ月はFAXで実績を送ってくることが多い

R5.5月 R6.3月 R7.3月 R7.6月 R8.1月

連携事業者数 2社 19社 36社 60社 90社

実績のデータ連携利
用者数（PDF含む）

60名 141名
315名

（CSV:235名）
（PDF:80名）

340名
（CSV:305名）
（PDF：35名）

550名
（CSV:550名）
（PDF：0名）

取り込み時間 5分程 10分程 30分程 30分程 60分程



【生産性向上の取組】
具体的な成果
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• 弊社で最も多いサービス種別は、福祉用具貸与と訪問看護
• この2つのサービスがデータ連携できたことで、生産性向上に大きく貢献した
事務員のローカル業務が大幅に減り、より多くのケアマネ業務を代行できるようになった

• 最も遅れているのは、地域包括支援センター、訪問入浴介護、通所介護、訪問介護

R8.1月の集計
ケアプーで連携で
きる利用者数

割合 備考

福祉用具貸与 289/337人 85.75% 昨年は71％、近い将来ペーパーレス。

訪問看護 140/202人 69.30%

ユーザビリティの低いソフトを使って
いる事業所が多かったが、バージョン
アップによりCSVファイルの一括作成
に対応。お互い作業効率がアップ。
近い将来ほぼペーパレス
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項目 導入前(R5.3以前） 導入後（R7.3） 今後の効果

提供票FAXの紙 2,100枚/月 1,380枚/月 更に削減できる

提供票FAXにかかる
時間

4時間45分/月 2時間45分/月 更に削減できる

郵送にかかる労力
（人件費）

7,224円/月（6h） 2,408円/月(2h) 更に削減できる

一か月の平均
郵送代

13,500円/月 9,800円/月 更に削減できる

担当件数

（R4）
34.5人（要介護のみ）
39.1人（要介護換算）
（R5）
40.5件（要介護のみ）
44.8件（要介護換算）

（R6）
43.7件（要介護のみ）
45.8件（要介護換算）

維持、それ以上

【生産性向上の取組】
具体的な成果
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項目 導入前(R5.3以前） 導入後（R7.3） 今後の効果

1～10日までの平均
訪問数

13件
18件（1.4倍UP、訪問件数
が2倍になったCMも）

維持、それ以上

平均年収
（R4）427万円
（R5）451万円

491万円
※500万円超え2名誕生

維持、それ以上

相談援助 大きなトラブルなし 大きなトラブルなし 維持

残業 ほぼなし ほぼなし 維持

有給取得
（R4）取得率74％
（R5）取得率83％

取得率72％ 維持、それ以上

【生産性向上の取組】
具体的な成果



困難を乗り越えるには
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【話し合うこと！対話を諦めないこと！ 】

• 生産性向上したいのはみんな一緒。ただ、魔法の
杖は存在しない

• 常に急がば回れ、目標を決める（期日を決めて、ど
うなりたいのか？達成された状態等）

• ミーティングで進捗の報告と確認、共有
• 上手くいかない時は、今何につまづいているのか
確認する

• 上手くいかないことは、手段を変えるか、場合によ
りあっさり諦める。上手くいかない思考は、勇気を
持って捨てることも大事！
⇒ 特別なことではなく、誰にでもできること
⇒ それを怠らずにやるのかやらないのか

【注意】
• 経営者や経営層のやる気がなければ、
高い確率で生産性向上は難しい



【協力】
• トリケアトプス 近藤氏
• ザ・ホスピタリティチーム株式会社 船坂氏
• 株式会社 統合共育研究所 大野氏
• 株式会社TRAPE 鎌田氏
• トライドケアマネジメント スタッフ一同

【書籍】
• はじめの一歩を踏み出そう-成功する人たちの起業術
• 人を生かして勝ち抜く最強マネジメント-

ホスピタリティを現場に生かす30のチェック項目
• 超実践！介護現場の生産性向上メソッド

【website】
• 厚生労働省
• ケアプランデータ連携システム ヘルプデスクサポート

ご清聴ありがとうございました
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